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ＪＯＣオリンピック教室／市長ダイアリー 第11回浜辺の歌音楽祭／伊勢堂岱遺跡ジュニアシンポジウム

Ｊ
Ｏ
Ｃ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
室

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
か
ら
３
つ
の
精
神
を
学
ぶ

第
11
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

為
三
に
届
け
ふ
る
さ
と
の
歌
声

伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

遺
跡
の
魅
力
を
発
表

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
室
が
、
10
月

27
日
に
合
川
中
学
校
で
行
わ
れ
、
生
徒
た

ち
は
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
運
動
や
座

学
で
交
流
し
な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

精
神
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
室
は
、
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
）

が
教
師
役
と
な
り
、
自
身
の
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
通
し
て
感
じ
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

バ
リ
ュ
ー
（
価
値
）」
な
ど
を
多
く
の
人

に
伝
え
る
こ
と
で
、
ア
ス
リ
ー
ト
は
も
ち

ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
の
生
活
に
も

生
か
し
て
も
ら
う
た
め
、
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　
教
師
役
を
務
め
た
の
は
、
２
０
０
６
年

の
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ス
キ
ー
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
「
エ
ア
リ
ア
ル
」

に
出
場
し
た
逸
見
佳
代
さ
ん
。
教
室
に
は
、

合
川
中
学
校
の
２
年
生
41
人
が
参
加
し
、

１
時
間
目
に
運
動
、
２
時
間
目
に
座
学
の

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
の
授
業
で
は
、
３
チ
ー
ム
の
対
抗

戦
で
大
縄
跳
び
な
ど
を
実
施
。
跳
ぶ
だ
け

で
は
な
く
、
い
か
に
跳
ぶ
回
数
を
増
や
す

か
を
チ
ー
ム
で
話
し
合
う
時
間
が
設
け
ら

れ
、
生
徒
た
ち
は
「
縄
の
長
さ
を
短
く
し

て
み
て
は
」、「
跳
び
や
す
い
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
と
ま
わ
し
て
み
て
は
」
な
ど
の
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
う
な
ど
、
チ
ー
ム
全
員
で

考
え
協
力
し
な
が
ら
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
座
学
の
授
業
で
は
「
エ
ク
セ
レ

ン
ス
（
頑
張
る
心
）」、「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
（
仲
間
）」、「
リ
ス
ペ
ク
ト
（
感
謝
の

気
持
ち
）」
の
３
つ
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

バ
リ
ュ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
ま
し
た
。

逸
見
さ
ん
は
２
度
の
け
が
で
長
野
、
ソ
ル

ト
レ
イ
ク
に
出
場
で
き
な
か
っ
た
が
、
あ

き
ら
め
ず
に
競
技
を
続
け
た
自
身
の
経
験

を
交
え
な
が
ら
生
徒
た
ち
に
語
り
か
け
、

生
徒
た
ち
は
、
逸
見
さ
ん
の
体
験
談
に
耳

を
傾
け
て
、
３
つ
の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ

リ
ュ
ー
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

▽
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者 

伊
藤
敬
悦
氏 

表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）▽
人

権
擁
護
委
員
柴
田
節
子
氏
委
嘱
状
伝
達
式（
本
庁
舎
）

▽
日
沿
道
秋
田
県
北
部
期
成
同
盟
会
等
秋
期
合
同
要
望（
仙
台
市
）

▽
北
秋
田
市
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
役
員
研
修
会（
打
当
温
泉
マ
タ

ギ
の
湯
）

▽
平
成
28
年
度
東
北
国
道
協
議
会
総
決
起
大
会（
盛
岡
市
）

▽
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
鷹
巣
大
館
道
路《
鷹
巣
Ｉ
Ｃ
〜
二
井

田
真
中
Ｉ
Ｃ
》開
通
式（
脇
神
藤
株
下
岱
地
内
）▽
日
本
海
沿
岸
東
北

自
動
車
道
鷹
巣
大
館
道
路《
鷹
巣
Ｉ
Ｃ
〜
二
井
田
真
中
Ｉ
Ｃ
》開
通
記

念
祝
賀
会（
大
館
市
）

▽
日
沿
道
秋
田
県
北
部
期
成
同
盟
会
合
同
要
望
活
動（
秋
田
市
）

▽
北
秋
田
市
と
北
秋
田
市
商
工
会
と
の
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

▽
合
川
商
店
振
興
会
研
修
会（
か
つ
ら
屋
）

▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
女
性
部
第
23
回
Ｊ
Ａ
女
性
部
並
び
に
家
の
光
大
会（
市

民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
下
杉
集
落 

市
長
と
語
る
会（
下
杉
会
館
）

▽
綴
子
地
区
自
治
会 

北
秋
田
市
長
と
の
懇
談
会（
綴
子
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
）

▽
日
沿
道
早
期
整
備
促
進
要
望
活
動（
東
京
都
）

▽
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
者
成
田
チ
ヤ
氏
へ
の
祝
状
等
の
贈
呈（
成
田

氏
宅
）

▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業
懇
談
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
第
1
回
臨
時
総
代
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
）

▽
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
婦
人
芸
能
祭（
文
化
会
館
）

▽
北
秋
田
市
議
会
第
３
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
第
３
回
北
秋
田
市
議

会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
第
２
回
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
協
議
会

（
市
民
病
院
）

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
90
回
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

10
月
17
日（
月
）

18
日（
火
）

19
日（
水
）

20
日（
木
）

22
日（
土
）

31
日（
月
）

11
月
1
日（
火
）

２
日（
水
）

６
日（
日
）

８
日（
火
）

９
日（
水
）

10
日（
木
）

11
日（
金
）

12
日（
土
）

13
日（
日
）

14
日（
月
）

15
日（
火
）

　
第
11
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
、
11
月
３

日
に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
市
内
の
小
中

学
生
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
、
成
田
為

三
の
楽
曲
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
合
唱
曲
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
同
音
楽
祭
は
、『
浜
辺
の
歌
』
を
は
じ

め
優
れ
た
童
謡
や
歌
曲
な
ど
を
数
多
く
作

曲
し
、
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
と
し
て

知
ら
れ
る
米
内
沢
出
身
の
成
田
為
三
を
顕

彰
す
る
と
と
も
に
、
歌
声
の
あ
ふ
れ
る
活

気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
18
年
か
ら
開
催
さ
れ

て
お
り
、今
回
が
11
回
目
。今
年
は
18
団
体
、

約
７
５
０
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
成
田
為
三
作

曲
の
「
浜
辺
の
歌
」
と
平
成
26
年
に
制
定

さ
れ
た
「
北
秋
田
市
民
歌
」
を
参
加
者
全

員
で
合
唱
。
続
い
て
、
三
澤
仁
教
育
長
が

「
今
日
は
、
み
ん
な
の
心
と
気
持
ち
を
一

つ
に
し
て
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
る
一
番

き
れ
い
な
声
を
ホ
ー
ル
の
一
番
後
ろ
の
席

で
聴
い
て
い
る
人
ま
で
届
け
よ
う
と
い
う

気
持
ち
で
歌
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
鹿
角
市
出
身
の
声
楽
家
安

保
克
則
さ
ん
と
鷹
巣
混
声
合
唱
団
の
土
濃

塚
眞
知
子
さ
ん
に
よ
る
記
念
演
奏
が
行
わ

れ
、
安
保
さ
ん
は
、
土
濃
塚
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
、
浜
辺
の
歌
や
秋
田

県
民
歌
、
童
謡
な
ど
６
曲
を
伸
び
や
か
で

深
み
の
あ
る
歌
声
で
歌
い
上
げ
、
音
楽
祭

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
午
前
・
午
後

の
２
部
構
成
。
午
前
の
部
で
は
、
前
田
小

学
校
が「
未
知
と
い
う
名
の
船
に
乗
り
」、

「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
の
２
曲
を
声

高
ら
か
に
合
唱
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
各

団
体
が
２
曲
か
ら
４
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

曲
に
合
わ
せ
た
手
振
り
や
ス
テ
ッ
プ
な
ど

を
加
え
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
合
唱
の
発
表

も
あ
り
、
各
団
体
と
も
心
を
ひ
と
つ
に
し

て
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま
し
た
。 　

伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
10
月
23
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
が
今
年
の
活
動
の
経
過
や
意
見
発

表
を
行
い
、
遺
跡
へ
の
熱
い
想
い
を
語
り

合
い
ま
し
た
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
は
、
ふ
る
さ
と
が
誇
る
伊
勢
堂

岱
遺
跡
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
、
体
験
的

実
践
を
通
し
て
遺
跡
へ
の
愛
着
心
を
醸
成

す
る
と
と
も
に
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
小
学
４
年
生
か
ら

高
校
２
年
生
ま
で
の
24
人
が
登
録
し
、
遺

跡
の
現
地
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、
伊
勢
堂
岱

縄
文
館
の
館
内
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
は
じ

め
に
佐
藤
笑
夢
さ
ん
（
鷹
巣
中
１
年
）
と

佐
藤
華
恋
さ
ん
（
鷹
巣
小
６
年
）
が
、
カ

ム
バ
ッ
ク
縄
文
サ
ー
モ
ン
事
業
や
縄
文
館

オ
ー
プ
ン
式
典
へ
の
参
加
、
５
月
の
大
型

連
休
と
夏
休
み
に
行
っ
た
ガ
イ
ド
活
動
な

ど
の
活
動
内
容
を
報
告
し
た
ほ
か
、
ガ
イ

ド
４
人
が
自
身
が
案
内
し
た
様
子
を
映
し

た
ス
ラ
イ
ド
を
も
と
に
、
縄
文
館
の
模
擬

ガ
イ
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
ガ
イ
ド
６
人
が
意
見
発
表

を
行
い
、こ
の
う
ち
、米
山
奈
那
さ
ん（
綴

子
小
５
年
）
は
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
今
、
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
活
動
が
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
に

な
る
と
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
遺
跡
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
ほ
か
「
今
の
目
標
は
、
伊

勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む
北
海
道
北
東
北
の
17

の
縄
文
遺
跡
群
が
早
く
世
界
遺
産
登
録
に

な
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
も

地
域
の
皆
さ
ん
も
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
誇
り

に
思
い
、
み
ん
な
で
守
り
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
遺
跡
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
た
め
の
決
意
を
発
表
し
ま
し
た
。

▲オリンピックの価値を運動と学習の両
面から学んだＪＯＣオリンピック教室

▲美しいハーモニーを響かせた第11回浜
辺の歌音楽祭

▲遺跡への熱い想いを語り合った伊勢堂
岱遺跡ジュニアシンポジウム

へ
ん
み

か　
な

か
れ
ん

え　
む


